
放射製氷の理論と応用 長岡技科大上村先生

製氷とは水を凍らせること。つまり水から熱を奪う伝熱過程です。
熱伝達には、①伝導、②対流、③放射の3つの形態があり、私たちの
研究室では特に「放射」による製氷に取り組んでいます。また、新
たな原理にもとづく製氷技術の開発にも取り組んでいます。

放射冷却によって製氷すると、結晶サイズが大きくなり、条件に
よっては氷塊が一つの結晶＝単結晶になります。氷が厚くなって
いっても成長速度が低下しにくい、という学術的に興味深い未解明
の減少も観察されています。



•数十㎜から100㎜程度のサイズの氷の
単結晶は、学術研究用途に必要とされ
ていますが、製造が容易ではありませ
ん。
•一方、結晶サイズが大きく目（結晶の
方向）が揃った氷は、解けにくく見た
目も美しいため、飲料用途でも大きな
ニーズがあります。加えて、結晶構造
だけでなく気泡が無いことも美しさ、
解けにくさの点で氷の価値を高めます。



•私たちが取り組んでいるのは、無気泡で単結晶
の氷塊の安定的な製造技術の確立です。
•無気泡氷は製造手順の工夫で達成できる見通し
が立ちました。単結晶氷は最大で直径200㎜程
度まで成功していますが、大きくなるほど成功
する確率が下がるため、安定させるための条件
を探索しています。
•応用として、オンザロック用の丸氷が４つとれ
るサイズの氷塊の製造装置をリゾートホテルに
設置し、製造が始まっています。2,3日に一回ず
つ収穫しながら実際にバーで提供していて、お
客様の評判も上々とのことです。
•氷の扱いの達人ともいえるバーテンダーに使っ
てもらってみたところ、カットしやすい（真っ
直ぐ切れる）、解けにくい（飲み物が薄まりに
くい）、炭酸が抜けにくい、などの興味深いコ
メントを頂きました。
•他のバーテンダーからも「ぜひとも使ってみた
い」との申し出を頂いていますので、製造装置
を多数並べて量産体制を整え、市販を開始する
べく新潟県内の企業と準備を進めています。



「純粋氷の共同開発社募集」
純粋氷の製造装置は、会員へ10万円で提供。（大学で組立）

「安全梯子の販売」


